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年 月 日 （ 金 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 0

0 2

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 1 3 年 分

分 2 年 5 5 3 年 分

分 3 年 4 4 3 年 分

分 3 年 3 3 3 年 分

分 3 年 2 16 3 年 分

分 3 年 6 7 3 年 分

分 2 年 8 22 2 年 分

分 3 年 10 10 2 年 分

分 3 年 11 14 3 年 分

分 3 年 7 13 3 年 分

分 2 年 27 9 3 年 分

分 3 年 12 21 2 年 分

分 3 年 18 2 2 年 分

分 3 年 20 26 2 年 分

分 2 年 23 6 3 年 分

分 3 年 15 8 3 年 分

分 2 年 30 18 3 年 分

分 2 年 9 11 3 年 分

分 2 年 22 28 2 年 分

分 1 年 26 29 2 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分 10

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 10 1 － 0

分 9 1 － 1

分 7 1 － 2

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

kick off

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 小林　清訓令和７年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技〈男子の部〉 準決勝 148

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 芝切　淳 加藤　純治 観 衆 653

主  審 小林　清訓 副審１

日  時 2025 6 6 11 ００ キックオフ 会  場 アスパ五色サブ

天  候 晴れ 強風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

大槻　隼人 副審２ 藤本　祐作 第４の審判員 中川　琢士

 チーム名

1

前半

2

 チーム名

神戸弘陵学園高校 後半 滝川第二高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 岩橋 　晃大宮森　 　 司 GK

DF 吉井　 　 悠川崎 　絢梧 DF

DF 滝澤 　呂澪今井 凛太朗 DF

DF 浜口 　巧成西田 　啓人 DF

DF 山田 　悠生玉田 　葉流 DF

MF 南 　壮一郎 １＊梅原 　良弥 MF

MF 宮本　蒼大松浦 　旺生 MF

MF 北村 　勇貴 1１＊ 野元 　幹太 MF

MF 米田 　空眞池　 　 壱樹 FW

FW 坂田 　淳哉 1 21 高嶋 胡汰郎 FW

FW 空久保 　善 2 ２＊北山　大成 FW

GK 大久保　蒼真鹿屋　 　 舷 GK

DF 大西 　堅三中井 　煌士 DF

DF 大槻　飛孝信宮 　一稀 DF

MF 水谷 　颯翔矢野 　秀汰 DF

MF 田坂 　彩人藤村 　彩人 MF

MF 中込 　凱斗小林　晴喜 MF

FW 大橋 　相太鈴木 　竣也 FW

FW 在間　悠真丸山 瑛太郎 FW

FW 波多野　蒼大藤内　琉之介 FW

2 1 1

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

4 5 9 37 警

事 由前半 後半 合 計 時 間

北村 　勇貴 ラフ

0 0 0

11 2 9 Ｇ Ｋ 0 11 11

4 0 4 Ｃ Ｋ 4 3 7

間接ＦＫ1 0 1

2 直接ＦＫ 2 2 47 5

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 

点
 

経
 

過

29 神戸弘陵 野元 中央 27

40 滝川第二 空久保 中央

→ 10 ～ S

66 滝川第二 南 中央 9 → 7 ～ S

7 ～ → 9 ～ S

戦

評

[備 考]

戦評者

強風の下、行われた準決勝第１試合。神戸弘陵は１－４－３－３、滝川第二は１－４－４－２で滝川第二キックオフで試合開始。立ち上がりは、滝川第二のロン

グボール中心かつ素早いセカンドボール奪取で神戸弘陵を押し込む展開となった。神戸弘陵は6番梅原と10番野元を中心に細かくボールを動かし、相手ゴールに

迫るが、シュートまでいけない。試合が動いたのは２９分、神戸弘陵のスローインから滝川第二DFの一瞬の隙をつき27番北山のスルーパスに抜け出した１０番

野元が冷静にゴールに流し込み先制した。得点し、勢いに乗った神戸弘陵は11番池の個人技でチャンスを演出するが得点に至らず前半終了。後半立ち上がり、滝

川第二はゴール前の混戦から7番南からパスを受けた９番空久保の打ったシュートが相手DFに当たり、コースが変わってゴールに入り、同点に追いついた。その

後、神戸弘陵はサイド攻撃から多くのチャンスをつくり、また、滝川第二はロングボール中心にチャンスをつくるが両チームとも得点できない展開が続いた。し

かし６６分、滝川第二は９番空久保のサイドからのクロスに対し、13番坂田の落としを7番南がシュートし、逆転に成功。滝川第二は残り時間を高い集中力で神

戸弘陵の反撃を跳ね返し、２－１での勝利となった。両チームとも一進一退の攻防を繰り広げ、見ごたえのある好ゲームであった。

所属／名前 【　夢前／山﨑晋哉　】 【　高砂／前田岳大　】


